































起こしたのが、2006 年 12 月である。またスイスでも、迫害されたユダヤ人の財産がスイスの銀行に眠って
いるとして、アメリカ在住のユダヤ人団体から返還訴訟を起こされ、スイスの銀行が 10 億ドル余りを賠償
したのが、2008 年 6 月である。ヨーロッパにとっても、第二次大戦の処理は未だ終わっていない。 
1995 年ベルンハルト・シュリンクの小説『朗読者』が発表され、注目を集め、世界各国の言語に翻訳さ
れ、ベストセラーになった。2009 年には映画化され、大きな話題となった。 














                                                           
1)東京都立産業技術高等専門学校 ものづくり工学科 
Abstract 
     Why does Hanna commit a suicide? This is our question. In the prison Hanna learns 
letters and comes to be able to read books, with the aid of the cassette tapes sent by 
Michael. She begins to read literature on concentration camp. She overcomes her 
illiteracy and moral illiteracy. She has no hope in the world outside of the prison. The 
prison is, as it were, a convent to Hanna. Michael is a bridge from a convent to the world.
Hanna was disappointed with the rejecting attitude of Michael. This is a trigger to Hanna’s 
















ハンナはアウシュヴィッツの支所で働いていた。支所には 1200 名の女囚がいて、毎月 60 名の新しい囚
人がアウシュヴィッツから送られて来て、労働に耐えられなくなった 60 名の囚人が送り返された。アウシ
ュヴィッツで待っていたのはガス室であった。それを知りながらどの囚人を送り返すか、看守たちが決めて



























                                                           















































                                                           
3)Greese, B., Peren-Eckert, A.,: Einfach Deutsch Unterrichtsmodell Bernhard Schlink Der Vorleser, Schöningh 

















































Bernhard Schlink Der Vorleser Roman Diogenes Verlag AG Zǚrich 1995, 引用は松永美穂氏訳を拝借した。  
参考文献 
 [1] Collins Donahue,W., :  Holocaust Lite,  Aisthesis Verlag, Bielefeld , 2011 
[2] Teusch, S., : Genauere Betrachtung des Romans - Der Vorleser – von Bernhard Schlink,  GRIN Verlag, 
Nordersted, 2001 
[3] Ostermann, M., : Aporien des Erinnerns - Bernhard Schlinks Roman der Vorleser, Verlag Marcel Dolega, 
Bochum, 2004 
[4] Moschytz-Ledgley, M., 2009 : Trauma, Scham und Selbstmitleid - Vererbtes Trauma in Bernhard Schlinks 
Roman “Der Vorleser” -, Tectum Verlag, Marburg, 2009 
[5] リヒャルト・フォン・ヴァイスゼッカー 永井 清彦訳、: 新版 荒れ野の 40 年、岩波書店. 2009 
[6] ハンナ・アーレント、大久保 和郎訳、新装第３刷 : イェルサレムのアイヒマン、みすず書房、1997 
[7] ロバート・ジェラトリー、根岸 隆夫訳、 : ヒトラーを支持したドイツ国民、みすず書房, 2008 
[8] 井関 正久、:ドイツを変えた 68 年運動、白水社, 2005 
[9] ポール・ジョンソン、石田友雄訳、: ユダヤ人の歴史 上下、徳間書店、1999 
[10] ホルクハイマー、アドルノ、徳永恂訳、: 啓蒙の弁証法、岩波書店, 2007 
[11] ハンナ・アーレント、大久保 和郎訳、: 全体主義の起源、みすず書房、1974 
[12] ニーアル・ファーガソン、仙名 紀訳、: 憎悪の世紀 上下、早川書房、2007 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
